
 

津波避難タワーは、浸水想定区域内での津波避難を目的とした工作物です。柱と梁と床により構造され、上部避難スペース及び階段又は 

スロープを有するものです。「ハイブリッド津波避難タワー」は、在来の避難タワーをより安心で経済的なものとすべく開発したものです。 

 
 

現場打ち工法に比べ、工期を大幅に短縮。 

現場負担の大幅な抑制が可能です。 

 

工場で厳重に管理された PCa 柱 

(圧縮強度 60Ｎ/㎟)を使用。 

高層建築で培ったプレキャスト部材の 

組立ノウハウをもとに施工性を向上。 

漂流物の衝突時も安心です。 

 

梁及びグレーティング床材は耐久性に優れた 

溶融亜鉛メッキ仕上げを採用。 

死荷重の低減による杭工事の 

コストダウンが可能です。 

 

小学校と同水準の蹴上高さを採用。子供や 

高齢者でも安心して上ることができます。 

 

 

※ベンチ（下部防災用品収納）、オーニング、太陽電池パネルはオプションです。 

 津波高、収容人員等の現場条件に合わせたサイズで実施可能です。 
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